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道路は人 、 地域、 そして

心をつなげます
人や地域を結びつける道路、私たちが生活する上では

なくてはならないものです。
区では、安全で快適なまちづくりのための道路整備と

ともに、景観を整備したり、コミュニティ空間をつくる
など、ゆとりやうるおいのある道路づくりをめざしてい
ます
「この道を通るのが楽しい」、「この路が好き」、「大切

にしたいこの道路」一 皆さんにそんな気持ちをもって
いただけたら、と考えています。

綾瀬コ ミュ ーテ イ道路

区
道
1
0選

区
で
は
、
区
制
6
0周
年
を
記
念
し
、

昨
年
3
月
。「
足
立
6
0景
」と
共
に
「
区

道
1
0選
」を
選
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

道
路
に
愛

着

を
感

じ
、
地
域

の
特
徴
を

表
す
も
の
と
し
て
皆
さ
ん
の
胸
に
刻
ん

で
い
た
だ
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
公
園
と
一
体
に
整
備
し

た
も
の
、自
然
と
触
れ
あ
え
る
遊
歩
道
。

人
々
が
賑
わ
い
を
み
せ
る
と
こ
ろ
な

ど
、
様
々
な
表
情
が
あ
亟
堰
で
す
。

区
で
は
、
今
後
も
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
、
人
々
に
愛
さ
れ
、
心
に
残
る

よ
う
な
違
路
づ
く
り
に
努
め
て
い
孝
ま

す
。

区 道10 選

道
路
に
愛
称
を
つ
け
ま
す

区
民
の
皆
さ
ん
に
道
路
に
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
つ
の
と
。
道
路
交
通
上
の

道
し
る
べ
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
ぐ

た
め
、
道
路
に
愛
称
を
つ
け
ま
す
。

今
年
1
月
に
「
足
立
区
道
愛
称
名
選

定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
ど
の
ぷ
冫
な

愛
称
を
つ
け
る
か
を
調
査
・
検
討
し
て

い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
現
在
広
く
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い

る
も
の
、
昔
か
ら
そ
う
い
っ
た
呼
び
名

で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
、
橋
な
ど
の
公

共
施
設
や
商
店
街
名
で
、
地
域
に
溶
け

込
ん
で
い
る
も
の
な
ど
を
愛
称
y
チ
る

方
向
で

、
委
員
会
で
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
決
定
し
ま
し
た
ら
広
報
紙
等
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

よ
り
良
い
道
路
整
備
の
た
め
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

区
民
に
親
し
ま
れ
、
安
全
で
使
い
や

す
い
道
路
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、
現

況
の
道
路
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か
な

ど
、
日
ご
ろ
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
こ

と
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
ま
す
。

調
査
票
を
8
月
中
旬
に
、3
千
沺
世

帯
の
ご
家
庭
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

調
査
票
が
配
ら
れ
た
ご
家
庭
は
、
お
手

数
で
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
土
木
部
計
画

調
整
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

※
ま
た
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
ご
意

見
や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

竹の塚彫刻の道が
手づくり

郷土(ふるさと) 賞に

。竹
の
塚
彫
刻
の
道
‘
が
平
成
5
年

度
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

「
手
づ
く
り
郷
土
芦

は
、
地
域
の

自
然
や
特
徴
が
生
か
さ
れ

て
い
た
り
、
地
域
の
人
た

ち
に
親
し
ま
れ
地
域
の
魅

力
を
創
ひ
出
す
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
る
道
や
街
並

み
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
賞

で
す
。建
設
省
の
主
催
で
、

昭
和
6
1年
度
か
ら
始
ま
り

今
年
で
8
回
目
。
平
成
5

年
度
の
対
象
テ
ー
マ
は

「
ふ
る
さ
と
の
風
景
に
と

け
こ
む
道
」、【
自
然
と
ふ

れ
あ
う
水
辺
づ
く
り
】、

「
出
会
い
受
頂
出
す
る
街
角
」
の
1
つ
。

全
国
の
市
町
村
か
ら
叨
一
件
の
応
募
が
あ

り
い
竹
の
塚
彫
刻
の
道
"
は
、
「
ふ
る

さ
と
の
風
景
に

と
け
こ
む
道
」

の
一
つ
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
足

立
区
で
は
、
こ

れ
で
第
2
回
の

「
ア
モ
ー
ル
東

和
」
を
初
め
と

し
て
延
べ
7
カ

所
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。
こ
れ

は
、
都
内
の
全
区
市
町
村
で
は
、
最
多

の
受
賞
で
す
。

。
竹
の
權
彫
刻
の
道
"
は
、
全
長
泌

mで
、
か
つ
て
の
農
業
用
水
の
水
路
跡

を
拡
張
整
備
し
た
も
の
。

区
制
6
0周
年
記
念
の
「
国

際
野
外
彫
刻
展
」
に
出
品

さ
れ
た
彫
刻
な
ど
I
点
の

芸
術
性
豊
か
な
作
品
や
、

区
の
木
で
あ
る
桜
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
壁
画
、
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
入
り
の
い
す
な

ど
奎
置
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

空
間
を
創
り
だ
し
て
い
ま

す
。ま

た
、道
路
の
下
に
は
、

約
沺
ト
ン
の
多
目
的
貯
水

糟
が
あ
り
、
災
害
時
の
備
え
と
し
て
い

ま
す
。

《
土
木
部
計
画
調
整
課
》

区内で今まで受賞した「手づくり郷土賞」

● 毎 月1 日( EXP) ・5 日 ・15 日 ・25 日 発行
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住 本庁舎 以外 へのお問 い合 わせは

そ れぞれ の電話 番号へ。

福

祉

申
請
は

お
済
み
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

方
で
、
次
の
条
件
釁
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方
は
手
当
て
の
申
請
が
で
き
ま

す
。

□
特
別
障
客
者
手
当
(
月
額
2
万
4
千
2
3
0

円
)

マ
年
齢
が
2
0歳
以
上

▽
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い

▽
病
院
・
診
療
所
に
3

ヵ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
な
い

マ

障
害
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る

出
表
―
の
障
害
が
2
つ
以
上
あ

る

口
表
I
の
障
害
が
1
つ
あ
り
、
か

つ
表
2
の
障
害
が
2
つ
以
上
あ
る

閣

障
害
の
程
度
が
前
記
と
同
程
度
以
上
と

認
め
ら
れ
る

□
障
客
児
福
祉
手
当
(
月
額・一
万
3
千
1
8
0

円
)

▽
2
0歳
未
満
の
方

▽
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い

▽
障
害
児
本
人
が
障
害
を

理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な

い

▽
表
3
に
定
め
る
程
度
の
障
害
が

あ
る

※
い
ず
れ
の
手
当
も
、
障
害
者

本
人
の
所
得
、
ま
た
扶
養
義
務
者
の
所

得
に
表
4
に
定
め
る
制
限
が
あ
り
ま

す
。

問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
障
害
福
祉

係

表1

表2

表3

表4

豪障害 者本人が公的年金等を受給し ている 場合は、当骸給付 額は所 得に算入されます。

ミ
ッ
キ
ー
、
ミ
ニ
ー

に
会
い
に
行
こ
う
!

区
内
在
住
の
精
神
薄
弱
児
の
皆
さ
ん

を
、
バ
ス
で
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
」
へ
招
待
し
ま
す
。

日
程
=
9
月
1
9

日
(
日
)

申
込
=
電
話

期
限
=
8

月
2
5日

申
込
=
足
立
区
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会

杉
野

さ
(
3
8
9
8
)
7
1
3
7

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
課
計

画
調
整
係

今
月
は
福
祉
手
当

(国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
(
経
過
措
置
分
)
の
5
月
～
7
月
分

を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口
座
に
1
0日

ご
ろ
振
り
込
み
ま
し
た
。
各
金
融
機
関

で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
者
福
祉
係

ご
存
じ
で
す
か

高
齢
者
福
祉
手
当

対
象
=
6
5歳
以
上
で
3
ヵ
月
以
上
寝
た

き
り
の
方
、
泰
之
は
重
度
の
痴
呆
(
ち

ほ
う
)
症
に
よ
り
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
方
(
在
宅
お
よ
び
入
院
中
も
含
む
)

申
込
1
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便

局
を
除
く
)
/
印
か
ん
/
診
断
書
ま
た

は
入
院
証
明
書
(
入
院
の
場
合
、
入
院

日
・
病
名
・
現
在
の
身
体
の
状
態
が
含

ま
れ
て
い
る
も
の
)
を
窓
口
に
持
参

□
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

8
月
期
分
(
4
8
7

月
分
)
の
高
齢

者
福
祉
手
当
を
&
月
2
5日
ご
ろ
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。
届
け
出
の
金
融
機
関

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
の
ぷ
冫
な
場
合
は
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
/
施
設
入
所
、死
亡
、

転
出
等
で
受
給
資
格
が
な
ぐ
な
っ
た
と

き
/
寝
た
き
り
の
状
態
が
回
復
し
た
と

き
/
口
座
番
号
、
住
所
な
ど
届
け
出
事

項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
/
重
度
心
身

障
害
者
手
当
を
受
け
る
ぷ
つ
に
な
っ
た

と
き

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高

齢
者
福
祉
係

申
請
受
付
中

乳
幼
児
の

医
療
費
助
成
制
度

こ
の
制
度
は
、
3
歳
未
満
の
乳
幼
児

が
、
病
気
や
ヶ
が
な
ど
に
よ
り
病
院
等

で
診
療
を
受
け
た
り
、
薬
剤
の
支
給
を

受
け
た
と
き
の
医
療
保
険
の
自
己
負
担

額
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
1
0月
1
日

受
診
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

対
象
=

区
内
に
住
所
が
あ
る
乳
幼
児
を
養
育
し

て
お
り
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
(
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
)

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
方
=
申
請
者
の

所
得
が
制
限
額
以
上
あ
る
/
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
/
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
/
心
身
障
害
者
医
療
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
/
ひ
艮
最

家

庭
の
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る

申
請
=
次
の
も
の
を
悪
口
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
(
1
)
健
康
保
険
証
(
申
請

者
・
乳
幼
児
)
(
2
)
印
か
ん
(
3
)年
金

手
帳
袤
た
は
共
済
組
合
員
証
(
4
)今
年

の
1
月
2
日
以
降
足
立
区
に
転
入
し
た

方
は
、
前
住
所
地
の
区
市
町
村
発
行
の

所
得
証
明
書
(
児
童
手
当
用
)

※
(
3
)

と
(
4
)は
、
足
立
区
で
児
童
手
当
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
不
要
で
す

足
立
区
に
住
所
が
あ
る
乳
幼
児
を
養

育
し
て
い
る
ご
家
庭
に
は
、
7
月
2
0日

に
お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
お
送
り
し
ま

し
た
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
と
一
緒
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
審

査
結
果
と
助
成
方
法
の
案
内
を
9
月
末

に
お
送
り
し
嫐
歹
。
な
お
、
お
知
ら
せ

が
届
い
て
い
な
い
方
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問
先
よ

本
庁
舎
・

児
童
医
療
係相

談

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。次
の
区
内
3
ヵ
所
の
保
育
園
で
は
、

経
験
豊
か
な
保
母
が
育
児
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し

め
る
ぷ
つ
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
や

(秘
密
厳
守
)
。相
談
方
法
は
電
話
お
よ

び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
1
2
3
)

…
毎
週
月
・
木
曜

登
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
-
6
)

・
:毎
週
水
・
金
曜
日

さ
(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
-
1
0
)・
:

毎
週
火
・
土
曜
日

?
3
9
1
4
)
6
4
6
6

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

日
時
等
=
表
5
の
と
お
り

内
容
=
国

民
年
金
の
し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料

の
支
払
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
衷
箱
談

に
お
答
え
し
ま
す

問
先
―
中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
課
推
進
係

゛
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表5 ねんきん出張相談

就
学
相
談

教
育
研
究
所
で
は
、采
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
、心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
孑
き
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。教
育
の

場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
、専
門

の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。日

時
尢
毋
週
月
曝
日
唾
日
(
祝
日
を

除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
※
ま

ず
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申

・
問
先
=
教
育
研
究
所
就
学
相
談
担
当

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

住
宅
修
繕
等
を

お
考
え
の
方
へ

住
ま
い
の
増
改
築
、
修
繕
な
ど

を
お
考
え
の
方
に
、
区
が
窓
口
と

な
り
、
足
立
区
住
宅
相
談
セ
ン
タ

ー
(
区
内
建
築
業
者
団
体
)
へ
施

工
業
者
の
あ
っ
せ
ん
痂
低
頼
し
ま

す
。
屋
根
・
塀
の
修
理
、
壁
の
塗

ひ
替
え
、
浴
室
や
台
所
の
改
修
、

増
改
築
な
ど
の
ほ
か
、
家
屋
の
簡

単
な
修
繕
で
も
、
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
=
電
話

申
・
問
先
よ
庄

本
庁
舎
・
区
民

相
談
室

豐
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

み
ど
り
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

□
個
人
配
布

日
時
=
表
6
の
と
お
り

対
象
=
区

内
在
住
の
方

種
類
=
(
1
)サツ
キ
、

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
、
ク
ル
メ
ツ

ツ
ジ
(
2
)サ
ザ
ン
カ
、ヤ
エ
ザ
ク
ラ
、

ブ
ド
ウ
、
ミ
モ
モ
(
実
桃
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
「
個
人
苗
木
配
布

希
芦

と
記
入
し
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
の
樹
種
、
希
望
配

布
会
場
を
明
記
(
(
1
)の
種
類
は
、(

ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
1
種
類
3

本
ま

で
。
ひ
と
り
何
枚
で
も
申
し
込
め
ま

す
。(
2
)の種
類
は
、1
世
帯
1
本
ま

で
)
返
信
(
ガ
キ
に
は
、
住
所
、
氏

名
、
郵
便
番
号
の
み
記
入
の
こ
と

□
誕
生
記
念
樹

日
時
=
表
7
の
と
お
り

対
象
=
平

成
4
年
1
0月
以
降
に
生
ま
れ
、
引
き

続
き
区
内
在
住
の
方

種
類
=
桜

(
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
高
さ
9
0
`
程
度
)
、

白
(
ナ
ミ
ズ
キ
(
高
さ
9
0
`
程
度
)
、

柿
(
高
さ
9
0
`
程
度
)
、紅
梅
(
高
さ

9
0四
程
度
)
、
ペ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
(
高
さ
6
0
m

程
度
)
、
月
桂
樹
(
高
さ
6
0
m程

度
)
、1
人
1
本

申
込
=
戸
籍
届
出

時
に
配
布
し
た
所
定
の
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
子
供
の
名

前
、
生
年
月
日
、
希
望
の
樹
種
を
明

記
し
、
切
手
を
添
付
し
郵
送

□
新
築
紀
念
樹

日
時
―
表
7
の
と
お
り
対
象
=
沺

㎡
以
上
の
敷
地
に
、新
箜
素
ほ
増

改
築
を
し
て
、緑
化
計
画
書
を
提
出

し
た
か
、緑
化
指
導
を
受
け
た
方

種
類
=
桜
(
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、高
さ

9
0
`
程
度
)
、よ
2
本
申
込
―
緑

化
係
が
配
布
し
た
(
ガ
キ
で
郵
送

-

い
ず
れ
も
L
卜

期
限
=
9
月
1
0日

必
着

申
・
問
先
=

水
と
緑
の
公
社

〒
閇一
綾
瀬
2
1
3
0

酋
(
3
8
3
8
)
8
1

つ
J
g》

表6 個人配布日程

※ いずれも正午～午後3時

表7 新築・誕生記念樹配布日程

※ いずれも午前10時～正午

● ときめき　ゆとり　水辺のまち　足立
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健

康

ぜ
ん
息
児
水
泳

教
室(第

2

次
募
集
)

期
間
=
9
月
2
2
日
～
1
2
月
8
日
毎
週

水
睚
日
(
9
月
2
9
日
、H
月
3
日
は
除

く
)
計
1
0
回
時
間
‥
-
午
後
3
時
～
5

時
(
予
定
)

場
所
1
つ
き
う
き
館

対

象
=
区
内
住
庄
で
、
気
管
支
ぜ
ん
息
に

か
か
っ
て
い
る
小
学
生

定
員
=
若
F

名
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話
予
約
の
う
え
、
印
か
ん
・
保
険

証
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
公
害
補
償
係

水の音が涼しいネー東和親水公園-

高
脂
血
症

予
防
教
室

日
時
等
=
表
1
の
と
お
叺

対
象
=
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
の
気
に
な
る
方

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費

用
=
血
液
検
査
料
6
8
0
円

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
所

霤
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表1 高脂血症予防教室

肥
満
予
防

教
室

日
程
等
=
表
2
の
と
お
り

対
象
=
体

重
の
気
に
な
る
方

定
員
=
5
0人
(
先

着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
-
5
1

表2 肥満予防教室

※ いずれも午後1時30分～3時30分

お
酒
の
問
題
で
悩
ん

で
い
る
方

酒
害
相
談

飲
酒
が
原
因
で
家
族
関
係
や
仕
事
が

う
ま
く
い
か
な
い
人
。
お
酒
が
や
め
ら

れ
な
い
で
困
っ
て
い
る
人
。
各
保
健

所
・
保
健
相
談
所
で
は
、
定
期
的
に
酒

害
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
ま
ず
は
保
健
婦
ま
で
電
話
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
各
保

健
所
・
保
健
相
談
所
(
表
3
)

表3 保健所等一覧第
2
回

は
つ
ら
つ
健
康
大
学

す
こ
や
か
・
は
つ
ら
つ

み
ん
な
の
ね
が
い

第
1
回
健
康
大
学
卒
業
生
が
企
回
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
健
康
大
学
の

テ
ー
マ
は
、「
私
た
ち
の
高
齢
期
」。
区

民
み
ん
な
が
健
康
な
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
、一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
日

時
等
↓
″
4
の
と
お
り

対
象
―
区
内

在
住
・
在
動
の
方
(
原
則
と
し
て
全
講

座
参
加
で
き
る
方
。
昨
年
終
了
証
書
を

受
け
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

定

員
=
6
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

期

限
=
8
月
1
7日
～
2
5日

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談

所

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

表4 第2 回はつらつ健康大学

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171

中 央 本町 保 健相 談 所 　3880- 5351
千住本庁舎・保健予防係 　3882- 1111 ㈹

掲
示
板

□
こ
こ
ろ
に
(
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
の

作
業
所
指
導
員
募
集
2
0
歳
以
上
の

方
1
人
(
男
女
可
)
/
就
業
時
間
午
前
9

時
1
午
後
5
時
/
面
接
選
考
/
コ

ス
モ
ス
会

豊
田

〒
1
2
3
西
新
井
本

町
2
-
1
4
-
7

昔
(
3
8
9
8
)
0
2
9
2

□
東
京
都
職
員
Ⅲ
類
お
よ
び
経
験
者

採
用
試
験
Ⅲ
類
…
東
京
都
一
般
職

員
(
事
務
・
土
木
・
建
築
・
機
械
・

電
気
・
水
質
検
査
)
、警
視
庁
職
員
(
事

務
・
電
気
)
、東
京
消
防
庁
職
員
(
事

務
・
土
木
)
経
験
者
…
東
京
都
一

般
職
員
(
事
務
・
土
木
・
建
築
・
機

械
・
電
気
)
、警
視
庁
職
員
(
建
築
・

機
械
)
/
m
類
…
昭
和
4
7
年
4
月
2

日
～
5
1
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
、

経
験
者
・
:
3
5
年
4
月
2
日
～
4
0
年
4

月
1
日
生
ま
れ
で
、
職
務
経
験
5
年

以
上
/
試
験
日
9
月
1
9日
(
日
)
/
平

成
6
年
4
月
1
日
以
降
採
用
/
8
月

2
4・
2
5
日

、
都
庁
第
二
本
庁
舎
―
階

受
付

、
郵
送
は
8

月
2
3
日
消
印

有

効
/

都
・
人
事
委
員
会
試
験
課

`
一
(
5
3
2
0
)
7
8
5
1

□
再
就
業
看
擾
婦
等
講
習
会
9
月

7
日
～
1
7
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
/

国
分
寺
市
い
ず
み
ホ
ー
ル
(

西

国
分
寺
駅
)
/

保
健
婦
・
助
産
婦
・
看

護
婦
ま
た
は
準
看
護
婦
の
資
格
を
持

ち

、
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方
/

最

新
の
医
学
や
看
護
の
情
報
を
提
供
/

・一一
話
ま
た
は
(

ガ
キ
に
住
所

、氏
名

、

年
齢

、
電
話
番
号

、
資
格
を
明
記
8

月
2
4
日
ま
で
/

都
・
看
護
課

〒
1
6
3
-
0
1西
新
宿
2
-
8
-
1

昔
(
a
2
0
)
4
4
4
4

□
都
・
オ
ス
ト
メ
イ
ト
講
習
会
8

月
2
9
日
(
日
)
、午
後
1
時
～
4
時
3
0

分
/
産
業
振
興
館
(
足
立
区
役
所
隣

り
)
/
人
工
肛
門
、人
エ
ぼ
う
y
」う
造

設
の
方
の
社
会
生
活
に
関
す
る
講

習
/
一
人
で
悩
ま
ず
参
加
を
/
日
本

オ
ス
ト
ミ
混
一
東
京
支
部
(
火
・

木
・
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
)

豐
(
3
7
3
0
)
9
0
1
2
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本木関原住区センター

9 月1 日オープン

庄
区
セ
ン
タ
ー
(
児
童
館
・
老
人
館
・

集
会
施
設
)
は
、地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
る
施
設
で
す
。地
域
活

動
の
拠
点
と
し
て
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
=
関
原
I
-
2
1
-
H

゛
(
3
8
4
9
)
9
7
3
5

利
用
方
法
・
運
営
な
ど
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
地
域
活
動
推
進
担
当
課
?
3
8
8
0
)
5
1
9
9

中
川
処
理
場
見
学
会参

加
者
募
集

下
水
が
き
れ
い
な
水
に
生
ま
れ
変
わ

っ
て
い
く
中
川
処
理
場
ヘ
バ
ス
で
ご
案

内
し
ま
す
。
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
日
時
=
9
月
1
1日
(
第
2
土
曜

日
)
、午
後
1
時
。北
千
住
駅
西
口
集
合

定
員
儿
丿
人
(
先
着
順
)

費
用
h

無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
士
木
部
計
画
調
整
課

゛
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

綾
瀬
川

み
ん
な
で
水
質
調
査

を
行
い
ま
し
た

第
4
回
の
綾
瀬
川
み
ん
な
で
水
質
調

査
が
7
月
2
3日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
4
市
(
草
加
、
越
谷
、
川
口

八
潮
)
と
都
内
2
区
(
葛
飾
、
足
立
)

で
同
時
に
行
わ
れ
、
当
区
で
は
4
0人
が

参
加
。

鷲
宮
、
内
匠
、
月
見
の
各
橋
で
、
川

の
様
子
を
見
た
り
、
水
温
・
透
明
度
・

に
お
い
等
を
調
べ
た
後
、
教
育
研
究
所

で
C
O
D
(

化
学
的
酸
素
要
求
量
)
や

ア
ン
モ
ニ
ア
の
簡
単
な
テ
ス
ト
を
実

施
。
比
較
の
た
め
荒
川
の
水
や
し
ょ
う

油
を
混
ぜ
て
作
っ
た
「
生
活
排
水
」
も

そ
の
対
象
に
加
え
ま
し
た
。
興
味
深
く

熱
心
に
取
り
組
む
小
学
生
や
お
毋
さ

ん
、
そ
し
て
年
配
の
方
々
の
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

昭
和
5
5年
か
ら
1
3年
連
続
し
て
全
国

一
級
河
川
で
汚
濁
ワ
ー
ス
ト
ー
の
綾
瀬

川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
国
、
都
、
埼

玉
県
お
よ
び
流
域
の
市
や
区
で
は
様
々

な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
川
の
汚
れ
の
6
割
は
、
生
活
排

水
に
よ
る
も
の
で
、
身
近
な
所
か
ら
川

を
汚
さ
な
い
工
夫
を
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
す
。
私
た
ち
の
心
の
安
ら
ぎ
と

な
る
よ
≒
な
貴
咀
な
環
境
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
、
自

分
た
ち
の
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

《
環
境
課
調
査
係
》

情 報 コ ー ナ ー

子育でアド バイザー養成講座
―子育ての知恵と経験を活用してください―

さまざ まな 子育ての不安、悩み
を解消でき るように 、身近なとこ
ろで気軽に 「子育て相談」ができ
る制度を、 平成6 年度から実施し
ます、その 相談相手になる、子育
てアドバ イザーの養成講座を開催
し ます。修 」'し た方を 子育てアド

バイザーとし て登録し ます。実践

できる方。またはその意欲のある
方の参加をお待ちします。
日時等= 下表のとおり 定員=50
人 費用= 無料( 宿泊研修会のみ
実費負担) 申込= 電話 期限=8
月25日 申・問先= 千佳本庁舎

・青少年課社会教育主査
113882一一111】㈹

●場所は宿泊研修会を除いていずれも青年
センター
● 時間は宿泊研修会を除いていずれも午後　ア眄～9畤

足立区スポーツ指導員養成講習会

専門科目「サッカー」

「足立区 スポ ーツ指 導者制度」
に 基づき スポーツ指導 者の資質、
指 導力 の向 上を目的に 講習会を閧
催し ます。なお、専門 科目と別に
開 催する 共通科目の試験 に合格し
た 方を足 立区公認のスポ ー
ツ指 導員とし て認定・登 録
し ます。
日時 等=こ右表のとおり 場
所= 区 立第四中学校校庭 、
体 育館 対象= 満20歳以 上
で当種目 の指導を行ってい
る方およ び指導者を目指 す
方 講師= 折井孝男氏 〔膓
日本体 育協会サッカーA 級
コ ーチ、〔㈲日本サッカー 協
会 公 認 コ ー チ 〕ほ か 定
員こ30 人( 抽選) 費用=

無 料( 教材 費は実費負担) 申 込=
往 復ハガ キに、スポ ーツ指 導員養
成講 習会専門科目「サッカ ー」、住
所、氏 名( フリガ ナ) 電話番号、
年齢、 性別、サッカ ー経験 年数、
所属団 体を明記 期限=9 月3 日
必 着 申 ・問先= 足 立区 体育協会
〒120 千 住卜4- 18
03882- 1111 ㈹

暮らしっくスクール公開講座
「くらしと環境」受講者募集

日時こ9月3日( 金) 、午後6時30
分～8時30分場所=エル・ソフ
ィア 講師= 熊 本一 規氏( 明 治学
院大学助教授) 定員=30 人( 先

楞順) 費用= 無料 申込==電話
申・問先= 消費者センター
03880 ―5385

経理事務講習会
日時=10月4日～】1月12囗1祝日
を除く月・水・金曜日の16日悶J 、
午後6一時～9時対象=区内在
住・在動の力 内容=3 級合格を
めさし ての簿 記 定員=3U 人( 抽
選) 費 用= 受 講料8, 000円 教材
費2, 000円 程 度 申 込= 往 復ハ ガ
キに住所、氏 名( フリガ ナ) 、年齢、
電 話番号、「経 理事務希望」と明記
期 限=8 月31日 消 印 有 効 塲・
申 ・問 先= サ ービスセン ターゆう
〒120 綾瀬134- 7
83838- 3586

カ ッ パ の バ ッ ジ

8 月16日から発売します

価 格= 単 品200
円、5色セ

ット800FI
販売場所= 千
住本庁舎・哨
報公開課、中
央本町庁舎・
情報公開課分
室 問先= 千
住本庁舎・広
報課
03882- 1111( 10

区内施設めぐり
参加者募集
= 区内をバスで

めぐります=
日時=9 月16日・17 日のどちらか
希望 日、両日とも午 前8 時4( 吩 、
千住 本庁 舎前笑台 内 容= 郷土博
物館 、六木水の森 公園 、花畑記念
庭 園、白 旗 塚 史跡 公 園 等を 兒学
定員= 各40人( 抽選) 費用= 観

光 協 会 会 い … 1, 500円/ 非 会O
… 2, 000 円( 当 日現地支払い 、昼食
付) 申 込 二往復 ハガキに 申込者
全 員の住所、氏 名、年齢 、電 話番
号 、会員・非会図の別、 第1 希望
日( 16 日または17 日) 「施 設めぐ り
希望 」と明 記 ※ 1 枚で4 人まで
申し 込みできます( 重 複ハガキは
無 効) 期限=8 月23 日消印有効
申・問 先= 観光 協会事務 局( 中央
本町 庁舎・産 業振 興課内) 〒120 中
央本町l - 17- 1
113880- 5191

あなたの相談室 問合せ先 干住本庁舎・1 階区民相談室
所在地 千佳1- 4- 18o3882- 1111 ㈹

困ったこと や心配なことがあり ましたら、お気軽にご利用く ださい( 無料・秘密厳守)

「あ だち広報」は再生 紙を 使用し てい ます I . T. 240. 00D


